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「越前市人口ビジョン（案）及び越前市総合戦略（案）」に関するパブリック・

コメント結果 
案件名 越前市人口ビジョン（案）及び越前市総合戦略（案）について 
実施期間 令和元年１２月１５日（日）から令和２年１月１０日（金）まで 
趣旨 平成 27 年 11 月に策定した「越前市人口ビジョン」の各統計デ

ータを更新し、本市の産業動向の特性を踏まえ、改定します。こ

の市人口ビジョンは、「越前市総合戦略」の基礎データとして活用

するほか、各種計画における人口に関する基本的な考え方としま

す。 
また、同時に策定した「越前市総合戦略」は、令和元年度で最

終年度を迎えます。第 1 期市総合戦略の取組みの成果や、今回改

定する市人口ビジョンを踏まえ、本市の「まち・ひと・しごとの

創生」に向けた目標や人口問題対策に特化した計画である市総合

戦略を改定します。 
意見提出者数 
（件数） 

14 人（17 件） 
 ~20 代 30 代 40 代 50 代 60 代~ 未記入 合計 

男性 1 1 2 1 0 0 5 
女性 3 1 0 2 0 0 6 

未記入 0 0 0 0 0 3 3 
合計 4 2 2 3 0 3 14 

 

意見に対する回答 以下のとおり 
 

No 
年齢・

性別 
該当する箇所 意見の要旨 越前市の回答 

1 20 代 
男性 

全般 
 

第１期では人口が増加

した年もあり、取組みの

成果が表れていると感じ

る。増加の要因も、市内

企業の外国人雇用による

ものと分析されており、

平成３１年３月には多文

化共生推進プランも策定

され、総合戦略を中心に、

多文化共生や雇用促進な

ど他の分野にも施策が波

本市には、製造業を中心

として、国内のみならず世

界を相手に事業を展開し

ているグローバル企業や、

国の伝統的工芸品に指定

された越前和紙、越前打刃

物、越前箪笥といった伝統

工芸があるなど、先端産業

から伝統産業まで様々な

産業に人々が従事し、モノ

づくりのまちとして発展
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及していく様子が伝わっ

てくる。これらを市の強

みと捉えて、第１期に引

き続き取り組みをお願い

したい。 
また、第１期では成果

があがらなかった婚姻・

出生の増加については、

様々な方面からの施策展

開により、息の長い取組

みを期待する。 

しています。また、教育・

子育て環境が充実してい

ることも本市の強みと捉

えています。 

第１期総合戦略の期間

においては、新庁舎の建設

や武生中央公園の再整備、

北陸新幹南越駅（仮称）周

辺整備など、半世紀に一度

のまちづくりが着実に前

進し、県内第１位のモノづ

くり都市である本市の強

みを確実に発揮すること

ができました。こうした

中、産業振興を背景に雇用

が増大したことで、外国人

市民が増加しています。第

２期においては、市総合戦

略に掲げる定住化の促進

の観点から、市多文化共生

推進プランと関連付ける

とともに、これらの本市の

強みを生かし、市総合戦略

の取組みを進めてまいり

ます。 

また、男性・女性ともに、

非婚・晩婚化の原因は、未

婚者の結婚希望率が低下

していることに加え、本市

の若い世代の人口の減少

が、出会いや結婚の機会を

減らしている可能性が考

えられます。第２期におい

ては、出会いの場の創出に

引き続き取り組むととも

に、出会いの前の、交流の
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場の創出にも取り組んで

まいります。 
2 20 代 

女性 
全般 
 

大学で京都に出て、就

職を機に越前市に帰って

きた。帰ってきてよかっ

たと思い日々生活してい

る。 

人口減少社会にあって、

地域産業の活性化やまち

なかの賑わいの創出、市の

活力の維持発展のために

は、市内に居住する定住人

口の増加が重要です。 
本市では、市民が「越前

市に住みたい」「越前市に

住み続けたい」と感じる、

暮らしやすさを実感でき

るまちづくりを進めてい

るところです。 
こうした魅力あるまち

づくりを進めることによ

り、定住化の促進を図って

まいります。 
3 未記入 全般 

 
第２期における新たな

視点について、「若い世代

のＵＩＪターンの促進」

と「多文化共生の推進」

に特に重きをおくべきと

感じた。 

女性の働く場の創出に

力点を置いた支援を含め、

本市の多様な産業の活性

化を図ることで雇用を創

出し、若い世代のＵＩＪタ

ーンを促進します。また、

日本人市民も外国人市民

も共に安心しできる住み

よいまちづくりを目指し、

多文化共生を推進します。 
これらを含め、第２期で

は、６つの新たな視点に重

点を置いて施策を進めて

まいります。 
4 50 代 

女性 
基本目標Ⅱ 
ＵＩＪターンの支

援 
 

越前市の良さを子ども

たちに教えることが大

切。自分のまちの良さを

知ることで、大学で都会

本市は、豊かな自然環境

に育まれ、１５００年にわ

たる歴史と文化を継承し、

伝統産業と先端産業が共
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に出ても地元に戻ろうと

いう気持ちが持てると思

う。 
また、市内に素晴らし

い企業があることを教え

ることも大切。就職の際

に地元に戻る気持ちにな

ると思う。 
市内に若者を残す一番

良い方法は、地元の大学

に進学させることだと思

う。 

存する調和のとれたまち

であり、多種多様な働く場

所に恵まれ、そこに市民が

働き、都市部とは違ったそ

れぞれの生き方が楽しめ

ます。 

そこで、越前市への愛を

育む教育として、学校や家

庭、地域、関係機関などの

連携を深め、ふるさと教育

を実践し、ふるさとへの誇

りや愛情を育む環境づく

りに取り組んでまいりま

す。 
また、地元産業見学・体

験の取組みとして、世界を

相手にモノづくりしてい

る地元産業の誇りや、地元

でグローバルな仕事がで

きる意識を小中学生の頃

から根付かせる教育を実

施してまいります。 
基本目標Ⅳ 
子ども・子育て支援

と教育の充実 
 

市内には産婦人科や小

児科の病院が少なく、子

育てをする若い世代に不

安があるのではないか。

産婦人科・小児科の充実

も重要だと思う。 

医療機関等に関する計

画は、県の計画に基づいて

おり、現在は平成３０年度

から６年間の第７次福井

県医療計画に基づいて医

療機関の配置や医療体制

の推進がなされています。

その中で、本市は丹南圏域

に位置し、医療機関の増加

については必要性が薄い

ということで病床数の増

加については認められて

いない状況です。 
本市は、特に、小児科や
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産婦人科、小児救急、周産

期救急といった分野の医

療機関の不足について認

識しており、充実を図って

いただきたいということ

を、県に対し強く要望して

います。 
5 30 代 

男性 
基本目標Ⅱ 
ＵＩＪターンの支

援 
 

私は中心市街地に家を

建て、生活する上で非常

に便利な場所に満足して

いる。中心市街地に定住

するような施策に重点を

置くべきだと思う。 

中心市街地活性化基本

計画では、武生中央公園の

再整備や市役所本庁舎の

建設など半世紀に一度の

まちづくりによる活力あ

る中心市街地の創出を図

っています。総合戦略にお

いては、この計画や住宅政

策をはじめ、各種の施策と

連携して、定住化の促進に

努めてまいります。 
6 50 代 

女性 
基本目標Ⅱ 
ＵＩＪターンの支

援 
 

若者が留まる、または

若いうちにＵターンする

ためには、学校だけでな

く、親の教育も必要と考

える。 

義務教育時、高等教育時

等における、家庭や地域で

のふるさと教育の実践は

重要です。進学、就職時の

みならず、こうした時期で

の、親子でのＵターンへの

意識形成に取り組んでま

いります。 
7 50 代 

男性 
基本目標Ⅱ 
ＵＩＪターンの支

援 
 

集落での当たり前の活

動が維持できなくなる危

機感を持っている。行政

に頼ることなく、自助、

共助での対応が望ましい

が、様々な施策を行うた

めにも、住んでいる人（特

に若い人）の意識の醸成

は重要だと思う。 

義務教育時、高等教育時

等における、家庭や地域で

のふるさと教育の実践は

重要です。 
越前市への愛を育む教

育として、学校や家庭、地

域、関係機関などの連携を

深め、子どもたちが「越前

市が好き」「越前市に将来

も住み続けたい」と思うよ
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うなふるさと教育を実践

し、市内定着者を増やすた

めの取組みを進めてまい

ります。 
8 40 代 

男性 
基本目標Ⅲ 
若い世代の結婚の

希望の実現 
 
 

人口減少対策におい

て、有配偶率の改善が非

常に重要ということが理

解できた。 
今後 AI などの先端技

術を活用した新たなマッ

チングサービス等に期待

する。 

若い世代の結婚の希望

の実現は、市民全体で共有

する社会課題のひとつと

して捉えています。 

さまざまな機会を通じ

て出会いの場を創出する

ために、各団体が実施する

結婚・婚活イベントを応援

してまいります。 
また、出会いの前の、交

流の場の創出にも取り組

んでまいります。 
9 未記入 基本目標Ⅲ 

若い世代の結婚の

希望の実現 
 
 

人口減少に歯止めをか

けるためには、いかに若

い世代の結婚の希望を叶

えるかが大切と分かっ

た。交流・出会いの場づ

くりに期待する。 

上記に同じ 

10 20 代 
女性 

基本目標Ⅳ 
子ども・子育て支援

と教育の充実 
 

保育士と保護者のやり

とりで、手書きの連絡帳

によるコミュニケーショ

ンが実施されているが、

スマホ等で簡潔にできな

いか。保育士・保護者の

双方の負担が減って、よ

り子供と向き合う時間が

増えると思う。 

市内すべての保育園、認

定こども園において、保育

ＩＣＴシステムを導入し、

登降園の管理、保育に関す

る記録等段階的に利用を

進めているところです。 
この保育ＩＣＴシステ

ムを利用するうえで、保育

士・保護者双方の負担軽減

につながるよう検討して

まいります。 
11 20 代 

女性 
基本目標Ⅳ 
子ども・子育て支援

と教育の充実 

福井県では共働きが普

通なので、夫の帰りが遅

い家では、自分の親の手

本市では、子ども条例の

趣旨に則り、子育て家庭が

十分に支援を受けられる
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助けがなければ、子育て

はなかなか難しいのでは

ないかと不安に思う。延

長保育や休日保育、病児

保育は特に力を入れてほ

しい。 

よう取り組むこととして

います。 

今後も、共働きで、就業

形態も様々な子育て家庭

が増え続ける中、安心して

子育て出来る環境を整備

し、子どもの健やかな成長

を育む教育・生活環境づく

り、また、増え続ける支援

を必要とする家庭や子ど

もへの支援体制づくりな

どに取り組んでまいりま

す。 
12 40 代 

男性 
基本目標Ⅳ 
子ども・子育て支援

と教育の充実 
 

特に病児保育、病児後

保育の取組みを充実して

ほしい。 
機能向上改修が予定さ

れている家久保育園に、

病児を診てもらえる施設

を併設し、病児保育士等

を常駐してほしい。 

病児・病後児への対応に

ついては、市内では病児・

病後児保育施設「ままの

て」において実施していま

すので、ご利用ください。

市外では鯖江市、福井市、

敦賀市、越前町等の施設に

おいて実施しており、広域

での利用が可能です。施設

ごとに事前登録が必要で、

利用するときは、利用届出

書、かかりつけ医の連絡票

を提出いただいています。 
また、実施方針に基づく

園の大規模改修等に際し

ましては、適時、施設利用

者や地域、関係機関の意見

をいただきながら進めて

まいります。 
基本目標Ⅳ 
子ども・子育て支援

と教育の充実 
 

インフルエンザ予防接

種の無償化に向け、一部

負担など検討してほし

い。 

本市では、４種混合、日

本脳炎、麻疹・風疹など、

子どもの頃に罹患すると

大きな後遺症が残る可能
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性がある疾患や、現在、重

大感染症対策として制圧

ができているものの、定期

接種を中止すると再び流

行が起こり、多数の致死者

が出る恐れが大きい疾患

等の予防接種を優先的に

実施し助成等を行ってい

ます。 
予防対象となる疾患が

市民の健康に及ぼす重大

性を勘案し、優先的に予防

接種の実施や費用助成を

行っていますので、ご理解

いただきますようお願い

いたします。 
13 未記入 基本目標Ⅴ 

交流・関係人口の拡

大とイメージアッ

プ 
 

町内会の役員になる

と、会合への出席強要等

があり、非常に迷惑して

いる。町内会で決めた行

事や取り決めが生活の上

で不必要である。 
また、道に街灯がなく

非常に暗い。 

市内各地区のコミュニ

ティが持続するよう、自治

振興会など地域の活動を

支援しているところであ

り、地域自治振興事業にか

かるご意見としてお受け

いたします。 

基本目標Ⅴ 
交流・関係人口の拡

大とイメージアッ

プ 
 
 

ショッピングセンター

がなく不便で、こういっ

たところを改善しないと

若者は出ていくと思う。 

現在策定中の南越駅周

辺まちづくり計画では南

越駅（仮称）周辺の整備、

中心市街地活性化基本計

画ではまちなか賑わいの

創出に取り組んでいくこ

ととしており、総合戦略に

おいては、これらの計画を

はじめ、各種の施策と連携

して、定住化の促進に努め

てまいります。 
14 30 代 基本目標Ⅴ 子ども達が、生まれ育 住んでいる人も本市へ
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女性 交流・関係人口の拡

大とイメージアッ

プ 
 

った場所で生活し続けた

いと思えるようなまちを

つくっていきたい。 

訪れる人にも魅力あるま

ちになるためには、地域の

活性化は欠かせません。 
本市の充実した子育

て・教育環境、コウノトリ

をシンボルとした豊かな

自然環境など本市の魅力

や情報を効果的に発信し、

市のイメージアップを図

りつつ、「越前市に住みた

い」「越前市に住み続けた

い」と感じる、暮らしやす

さを実感できるまちづく

りを進めてまいります。 
 
 


